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2022 年度 富士見丘中学校入学試験 適性検査型思考力Ⅱ【解答用紙】 

 

 １   

問題 1 

気候変化で気温が上昇し、今まで収穫できていた作物が収穫できなくなる。 

 

 

 

問題 2 

 ➀ 


 

答 約 11.6 百万トン 

 ➁ 

①より年ごとに二酸化炭素の排出量が百万トン増え続けると、年の二酸化

炭素の排出量は、
 

答 約 221.5 百万トン 

問題 3 


 











         答 約 70.6 百万トン 

問題 4 



年ごとに二酸化炭素の排出量が百万トン増え続けると、年の二酸化炭素の排

出量は、
 

答 1 年ごとに平均して減少する二酸化炭素排出量：約 6.9  百万トン 

2030 年の二酸化炭素の排出量の予測：約 83.3 百万トン 

問題 5 

二酸化炭素の排出量が増えている原因として、車社会の発展、電化製品のなどの普及によ

る大幅なエネルギーの使用が考えられる。今後、二酸化炭素を削減するために電気をこま

めに消すなど電気の使用量を減らす。 

 



２  

問題 1 

私たちが日々取り組むことができる予防策はマスクの装着を始め、手指の消毒、こまめに室内の換

気を行うことである。また、行政やお店を経営する人は、それに加えて飛散防止の透明フィルムを設

置したり、人々の手が触れる場所や備品の消毒を行うなどの対応があると考える。 

問題 2 

連日ニュースでも話題に上がっている新型コロナウイルス感染症の変異株のように、私たちがワクチ

ンや薬をたくさん開発しても、それに耐えられるようにウイルスや細菌は少しずつ変異して、ワクチン

や薬が効かなくなってしまうからです。 

問題 3 

メリットはウイルスや細菌による症状を和らげ、致死率と感染者数を減少させ、ウイルスや細菌の流

行をおさえることができる。デメリットは、新しい治療薬やワクチンだとデータが少ないためどんな影響

があるか未知な部分が多いところである。 

問題 4 

コロナ危機以前の GDP 成長率は２～３％前後で推移していたが、コロナ危機により GDP 成長率は

１０％まで低下した。しかし、コロナ危機後は、一時 GDP がコロナ危機前まで回復したが、変異株の

出現等で経済活動の低迷が続くと考えられる。 

問題 5 

私はこの間、国立感染症研究所の研究員の方に研究の内容についてインタビューをしてきました。な

ぜインタビューをしようと思ったかというと、感染症の対策を研究しているところではどんな研究をして

いるのか気になったからです。お話を聞いてみると、ワクチンや治療薬の開発をはじめ、感染症に関

する調査も行っていると教えてもらいました。感染症に関する調査は、現地でどのように感染症が広

がっているのかを調べて、感染症を引き起こすウイルスや細菌の正体を暴くことで、予防方法や対応

策を速やかに考えられるようにしているようです。私たちにできることは、その感染対策にしっかり従っ

て感染拡大を防ぐことだと思います。あと、インタビューして驚いたのは研究員の方が感染症はこれ

からもなくならないと思うと言っていたところです。ニュースでも連日取り上げられているように、同じウ

イルスでも治療薬やワクチンが効かなくなってしまうように変異するものも出てきてしまうからだそうで

す。そのため、ワクチン接種後もマスク着用や手洗い、混雑している場所へ行かないようにするなど

の感染対策を徹底すべきだと思いました。 
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